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を
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史
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。
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し
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ス
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藍
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れ
を
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る
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；
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も
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主
的
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殊
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及

び
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醫

疆
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S

配
的
階
級
間
に
於

1

特
殊
的
利
益

|

舊

S

の

下

に

置

く

に

：至

ら

し

め

：た

る

I

を
說
い
て
、
：ア
ダ
ム
•

:ス
£

ス
.へ
S

論
的
發
展
を
明
か
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
企
賴
し
た
の
で

b

る
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.
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■
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，
ジ
，V
ソ

篇

走

取

つR

は
、
瞹
味
S

繼
は
役
立
つ

I

I
も
の
，
1

湘
違
せ
る
輩
養
、_

及
び
偏
執
を
有
す
る
極
I

多

數

の

人

が

3

1

'
出
版
の
年
た
る
一
千
七
百
七
十
■

以
前
に
於
い 

て
經
濟
调
題
に
關
す
，1

籍
及
び
小
冊
子
を
公
に
せ
る
こ
と
、
而
し
て
、
其
の
結
署
し
て
、
賣
體
と
し
て
は
不
完

.

あ
り
、
拙

- 

で
は
あ
る
が
、
，確
實
な
る
根
據
翁
才

f

の
.で」

あ
り
、
保
存
す
る

.の

.項
値
あ
，|
.く
の
も
の

4

有
し

.つ
、
あ

I

濟
觀
念
の
染
分 

S

1

す

孟

至

つ

た

こ

妄

あ

る

。
ナ
ダ
ム

•
ス
ミ
メ
以
前
に
於
I

總
ベ
て
の
英
國
經
濟
文
献
を
請
破
す
る
は
數
年
を
要
す
可 

く

:^
而
し
て

I

な
る
成
分
の
：總
ベ
て

1

別
す
る
の
業
は
へ
一
坐
涯
を
要
す
可
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
本
書
の
著

f

、

斯
く
り 

如
I

事
f

囘
避
し
て
、第
'-
!:
ハ
、セ
及
び
A
世
紀
の
間
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
書
籍
及
び
小
冊
子
の
大
多
數

|

發
せ
し
め
た

；
;

 ̂

I

的
I

關
心
f

s
り
に
ょ
く
代
表
す
る

I

的
著
者
を
霧
す
る
の
•便
法
I
I
.

斯
く
て
、
彼
れ

#

質
的
及
び

I
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覆

き
の
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々
な
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る
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の
養
者
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抜
す
る
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斷
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フ
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1
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リ
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評
家
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ド
ヮ

I
ド

グ
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戰
略
家
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、
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マ
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、

實

ム
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ペ

ナ

u

1
へ
マ
イ
ア
•ダ
”
>\

宣
傳

I
チ
r

ル
ズ
•キ
シ
グ
、
綜

合

者

ヴ
ィ
ッ
ド

•ヒ
r

ム
、
8

者
マ

u
i

r

ボ
リ
ル
：
I

.

イ
ト
、

政
續
濟
擧
者
サ
！

ジ
ェ
.

ムf

ス
チ
ュ
す
ト
が
是
れ
で
あ
る
o
:
著
者
は
其
の
著
の
第
二 

部
.
新
た
な
る
諸
&

に
對
す
I

た
な
I

度」

S

い
て.
、
逐
券
是
れ
筹
の
十
家
に
就
い
て
論
述
す
る
o
彼
れ
は
更
ら
に
第
三

部

「

唐

の

原

始

的

理

論

」

に

於

い

て

、「

土

地

及

び

勞

働」
「
『

技

術』

及

び『

巧

妙

な

る

勞
働』

」
「

懶

隋

及

び

奢

侈

」
「
『

製

I

の

輸

出』

 

及

び

『

外

國

の

支

拂

ふ

所

得』
」

の

四

項

目

を

論

ず

る

o

若

し

評

者

あ

っ

て

、

本

書

銮

國

に

於

け

る

ア

グ<

 

• K

3
 Q

I
Q

總

ベ

て

、

若
し
く
は
彼
れ
等

S

I
總
べ
て

を

論

述

す
 

る

こ
と
I

I

ず

るI
5

T

著

者

は

率

直

に

、

斯

く

Q

f
野

心

的

事

業

は

斷

じ

て

彼

れ

2
齒

す

る

所

に

f

る
|

答
へ
ん

と

す

る

。fibid., 

p
.
1
6

•ノ
。 

^

吾
人
は
ジ
«
ン
ソ
ン
博
I

っ
て
I

ら
I

K

ミ
ス
G

i

l
中
、
I

I

ベ
て
i

 

i

の

響
 

有
し
又
是
れ
迄
に
彼
れ
等
の
著
作
に
就
い
て
多
少
の
記
述
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
惟
り
T

へ
マ
ィ
ア
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